




２ 経口ワクチン散布
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PCR-ELISA+個体
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2018年 2019年

PCR- ELISA+個体数 PCR+個体数 PCR-ELISA+個体の割合 感受性個体の割合

（１）県全体の抗体保有状況

2018年 2019年

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

PCR+ 11 30 22 24 25 90 39 147 156 157 110 94 105 51 45

PCR-
ELISA+

1 3 1 7 15 50 39 64 87 82 138

県全体
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（２）圏域ごとの抗体保有状況

岐阜圏域

中濃圏域

東濃圏域

飛騨圏域

西濃圏域

2018年 2019年
9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

PCR+ 11 26 13 9 10 26 4 11 17 28 12 10 8 6 9

PCR-
ELISA+

1 1 1 1 4 7 3 8 4 7 13

PCR+ 2 4 11 13 29 6 10

PCR-
ELISA+

1 7 2

PCR+ 4 9 15 14 53 21 105 90 81 45 42 27 7 7

PCR-
ELISA+

2 4 6 29 23 41 33 27 37

PCR+ 1 11 14 31 45 37 31 14 14 10 6

PCR-
ELISA+

2 5 14 10 14 39 41 82

PCR+ 2 7 11 15 27 22 13

PCR-
ELISA+

3 4 7 4
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（３）成獣・幼獣の感染免疫状況

84%

65%

12%

21%

4%

13%

0%

1%

子

親

45%

19%

22%

21%

22%

30%

11%

30%

子

親

PCR- ELISA- PCR+ ELISA- PCR+ ELISA+ PCR- ELISA+

総検査数 PCR-ELISA- PCR+ELISA- PCR+ELISA+ PCR-ELISA+

成獣 915 170 196 275 274

幼獣 633 284 140 142 67

2019年4月から10月まで

総検査数 PCR-ELISA- PCR+ELISA- PCR+ELISA+ PCR-ELISA+

成獣 283 183 60 36 4

幼獣 452 381 53 17 1

2018年9月から2019年3月まで

成獣

幼獣

成獣

幼獣
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２ 考察

【結果から】
①感染・免疫状況
・早くから発生している岐阜圏域に比べ、中濃及び東濃圏
域でPCR陽性が少なく、抗体保有（PCR陰性）個体が多く
なっている。

・感染地域の拡大とワクチン散布により感受性個体の割合
は減少している。成獣と幼獣を比べると、幼獣の非感染
個体の割合が多い。

②今後の課題
・岐阜、西濃及び飛騨圏域の免疫獲得個体の比率を上げて
いく必要がある。

・幼獣の区分けについて、ドイツやリトアニアでの知見を
活かし、捕獲の際に月齢を判別できる方法を確立する必
要がある。
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３ 参考（１）国によるシークエンス検査

ワクチン散布期間 調査期間 ワクチン由来 野外株

第１期
１回目

3/24∼3/29 3/24∼4/8 2 １５

第１期
２回目

4/21∼4/22
5/7∼5/11 

4/21∼5/2
5/7∼5/21

0 １９

第２期
１回目

7/10∼7/16 7/10∼7/26 1 １５

第２期
２回目

８/20～24
９/25～27

８/20～９/３
9/25～10/7

３ ２６

合計 6 ７５

※対象個体
ＰＣＲ陽性となった個体の内、
捕獲地点から２km の範囲内に経口ワクチン散布箇所があり、
かつイノシシによるワクチンの摂取が確認されたもの

－11－



（２）1回散布と2回散布の比較３ 参考（２）経口ワクチン散布地域外の感染免疫状況
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